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研究成果の概要：科研費採択課題に関する上記研究期間中である平成 18 年度～平成 20 年度

に,10編の論文の掲載決定が決定された．更に 10編の論文が現在投稿中である． 
更に，以下の講演を行った． 
講演(国内発表) 研究集会：2006 年度 15 回・2007 年度 13 回・2008 年度 5回(11 月 30 日現在) 

        日本数学会：2006年9月～2008年9月, 計7講演（特別講演を含む） 
講演(国際会議) 
[1] 3rd Euro-Japanese workshop on blow up, 2008 9 11, Tohoku Univ.（招待講演） 
[2] Hayashibara forum, 2006 11 23, フランス高等数学研究所（IHES). 
[3] Parabolic and Navier-Stokes equations, 2006 9 11, Banach Center, Poland. 
[4] 2nd Euro-Japanese workshop on blow up, 2006 9 7, Madrid, Spain. 
[5] 第31回偏微分方程式論札幌シンポジウム, 2006 8 3, 北海道大学, 札幌. 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2006 年度 1,500,000 0 1,500,000 

  2007 年度 1,000,000 0 1,000,000 

2008 年度 1,000,000 300,000 1,300,000 

総 計 3,500,000 300,000 3,800,000 

 
 
研究分野：数物系科学 
科研費の分科・細目：数学・基礎解析学 
キーワード：退化放物型・ケーラ・ジーゲル系・解の爆発・発解の漸近挙動・有限伝播性・界面方程式  

 

１．研究開始当初の背景  
KS system 単細胞生物の密度の時間発展を
追跡する数理生物モデルとして 70 年代に提
唱された反応拡散型方程式系である．半線形
型については，解の時間大域的存在や有限時
刻おける爆発が知られており，流体力学おけ
るナビエ・ストークス方程式と同様に，今日
数理生物学における確固たるモデルである
と目されている．半線形型は 1980 年代から
多くの成果が得られているが，退化準線形放
物型である KS system は，研究開始当初で

ある 2006 年においては研究成果は多く知ら
れてはいなかった． 
 
２．研究の目的 
退化準線形放物型である KS system は空間
次元と初期データとの微妙なバランスのも
とに，時間大域解と爆発解の存在が顕著に現
れる非線形方程式のモデルであること明ら
かにする．より詳しくは

n
R における KS 

system に対して，拡散の影響（次数m）が
非 線 形 項 （ 次 数 q ） に 比 べ て 大 き い
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2q m n< + ときは，任意の初期値に対して
時間大域的弱解が存在することを示す．逆に
非線形性が拡散に比べて強い 2q m n≥ +

の場合には，時間局所的な弱解と小さな初期
値に対する時間大域的弱解を構成する.  
 
３．研究の方法  
（1）平成 17 年度には, 一年間の海外研修
休暇を取り研究に専念した．その結果，研
修先のホストとの共同研究・単独研究をあ
わせ，本申請書作成時点で, 平成 17 年度以
降, 10 本の論文掲載と, 更に 10 本の論文
を投稿中である．これらの成果を日本数学
会・国内の研究集会で積極的に発表する． 
（2）現在 Max Planck 研究所の Luckhaus 氏
（ ド イ ツ ） と Complutense 大 学 の
Velázquez 氏（スペイン）との共同研究を
活発に行っている. 更なる成果を得るため
に, Max Planck 研究所と Complutense 大学
を訪問し, 共同研究を行う. 
 
４．研究成果 
(1)空間高次元における解の有限伝播性の
解明：我々の考えてきた「非線形な拡散項」
を持つ退化型KS systemの解が有限伝播性
という自然な性質をもつことを高次元に
おいて検証した. 
(2)解の界面の特徴づけ：KS system 固有
の界面を考察する．KS system に付随する
一階双曲型方程式への帰着と, その特性
曲線の方法による解法との関係を明らか
にした.   
(3)Aronson-Benilan 評価式：

1m
u

−
の 2 階

微分に対する下からの評価式, いわゆる
Aronson-Benilan の評価式を確立するこ
とを目標とする.これにより, 解の正則性
や正値性に関する退化放物型方程式特有
の性質を抽出できると期待される.  
(4)解の一意性 : 弱解が一意的である関
数空間を確立する. 特に, スケール不変
性を有する  関数空間における弱解の
一意性を考察する. 比較定理に依存しな
い新たな評価式の確立が望まれる.  

 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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